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支援機器 C-Leg 
分類(ISO9999) 6 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

義足立脚期の膝屈曲角度とモーメントが C-Leg で大きい。健側の前額面膝モーメントは C-Leg
で小さい。関節パワーは C-Leg で小さい。床反力は C-Leg で小さい。 

研究デザイン 群間比較（非ランダム化） 
障害・疾患 切断 
対象者・数 障碍者 8 人 
主要アウトカム 立脚期膝屈曲角度 
副次アウトカム 1 ステップ⻑ 
副次アウトカム 2 歩行速度 
副次アウトカム 3 膝関節屈曲モーメント 
副次アウトカム 4 膝関節前額面モーメント 
副次アウトカム 5 股・膝・足関節パワー 
統計学的検定 有 
結果の概要 立脚期膝屈曲角度は C-Leg で減少し、膝関節モーメントも義足側で減少している。 
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